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特
集

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク（
社
会
福
祉
援
助
技

術
）に
お
い
て
、「
自
己
決
定
の
尊
重
」は
、古

く
か
ら
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

研
修
等
で
も
よ
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
目
に

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
己
決
定
を
促
し
て
尊
重
す
る
と
い
う

原
則
は
、ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、1
9
3
0
〜

1
9
4
0
年
ご
ろ
か
ら
広
く
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、有
名
な「
バ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
７
原

則
」の
１
つ
、「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
自
己
決
定
を

促
し
て
尊
重
す
る
」と
し
て
、先
人
の
教
え
が
、

今
日
の
日
本
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
い
て

も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
制
度
的
に
も
、社
会
福
祉
基
礎
構

造
改
革
に
よ
り
、行
政
が
支
援
内
容
を
決
め

る「
措
置
」か
ら
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
、

利
用
者
が
自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
利
用
契

約
制
度
に
移
行
し
、大
き
な
理
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。

取
組
の
概
要

「
自
分
で
選
ぶ
」デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
か
ら
、

利
用
者
の
自
己
決
定
を
考
え
る

社
会
福
祉
法
人 

東
益
津
福
祉
会　

（
法
人
認
可   
昭
和
52
年
7
月
20
日
）

所
在
地
：
焼
津
市 
坂
本
３
８
５
番
地
の
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の

介
護
保
険
事
業
の
他
、保
育
園
を
運
営

　
「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
あ
た

た
か
い
場
所
」を
理
念
と
す
る
高
麓
で
は
、

「
自
己
選
択・自
己
決
定
」の
考
え
方
で
、「
選

べ
る
」デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

高
麓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、利
用
者
さ
ん
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
到
着
後
、ま
ず
そ
の
日
に
自

分
が
や
り
た
い
活
動
・
時
間
を
自
分
で
選
び
、

自
分
で
カ
ー
ド
を
ボ
ー
ド
へ
貼
り
付
け
ま
す
。

　

活
動
メ
ニュ
ー
は
、な
ん
と
全
部
で
2
0
0

種
類
以
上
！　

か
ご
作
り
、マ
シ
ン
運
動
、マッ

サ
ー
ジ
か
ら
、パ
ン
工
房
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

10
時
30
分
か
ら
、「
歌
声
サ
ロ
ン
」が
始
ま

り
ま
し
た
が
、参
加
す
る
の
は
希
望
し
た
人

の
み
。他
の
こ
と
を
や
り
た
い
方
は
、周
り
の

机
で
計
算
ド
リ
ル
や
か
ご
作
り
等
、自
分
で

選
ん
だ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の一日
の
流
れ
も
、職

員
が
決
め
た
も
の
で
は
な
く
、利
用
者
さ
ん

が
選
ん
だ
活
動
を
基
本
に一日
が
流
れ
、お
風

呂
も
活
動
の
合
間
に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

飲
み
物
も
自
分
が
好
き
な
時
に
、自
分
で
汲

み
ま
す
。

　

職
員
は
、そ
の
日
ご
と
に
決
め
ら
れ
た「
ス

タ
ー
」が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、利
用
者
へ
の
個

別
対
応
の
必
要
性
、選
ん
だ
活
動
数
の
分
布

な
ど
を
臨
機
応
変
に
判
断
し
、職
員
の
配
置

や
動
き
を
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
記
事
で
は
、焼
津
市
の（
福
）

東
益
津
福
祉
会
の「
高
麓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」の
活
動
メ
ニュ
ー
を
選
べ
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
取
組
を
取
材
し
、改
め
て「
自
己
決
定
の

尊
重
」に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
た
。
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施
設
内
通
貨「
ダ
ラ
ー
」

　

高
麓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、施
設

の
中
で
活
動
に
参
加
す
る
と
貯
め
る
こ
と
が

出
来
る
施
設
内
通
貨「
ダ
ラ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

　

血
圧
を
自
分
で
測
る
と
５
０
０
ダ
ラ
ー
、

脳
ト
レ
を
１
冊
完
成
す
る
と
３
０
０
ダ
ラ
ー
、

歩
行
訓
練
を
す
る
と
１
０
０
ダ
ラ
ー
等
々
。

貯
め
た
ダ
ラ
ー
は
、マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
り
、

コ
ー
ヒ
ー
を
豆
か
ら
挽
い
て
飲
ん
だ
り
と
、思

い
思
い
に
使
う
こ
と
が
で
き
、不
定
期
の「
お

人
の
役
に
立
て
る「
役
割
」

　
「
シ
ャ
イ
ン
」制
度
。利
用
者
さ
ん
が
、特
技

を
活
か
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
ド
リ
ッ
プ
や
工
作
用

か
ご
の
基
礎
部
分
を
作
る
な
ど
の「
仕
事
」

を
す
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
ダ
ラ
ー
を「
稼

ぐ
」こ
と
も
で
き
ま
す
。な
ん
と
昇
進
制
度

ま
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、活
動
の
作
品
は
、シ
ョッ
プ
で
外
部
の

お
客
さ
ん
に
も
販
売
し
、そ
の
売
り
上
げ
が

日
本
財
団
へ
寄
付
さ
れ
る
こ
と
で
、社
会
貢

献
も
で
き
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
を
作
っ
た

経
緯
、思
い

　

６
年
前
か
ら
始
め
た
こ
の
仕
組
み
。当
時
、

自
分
た
ち
の
強
み
と
弱
み
を
分
析
し
、今
ま

利
用
者
の
感
想

　

96
歳
に
な
る
利
用
者
の
Ｋ
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。Ｋ
さ
ん
か
ら
は
、「
こ
こ
は
和
や

で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
さ
ん
が
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
、「
最
期
ま
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
」と
い
う
理
念
を
実

現
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
、ど
の
よ
う
な

形
が
い
い
の
か
、話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

さ
ら
に
、職
員
を
あ
げ
て
先
進
地
に
見
学
に

出
か
け
な
が
ら
、こ
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
は
何
と
言
っ
て

も「
選
ぶ
」こ
と
。活
動
・
役
割
か
ら
座
る
場

所
ま
で
自
分
で
選
ん
で
決
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
仕
組
み
を
自
分
た
ち
で「
選

び
」「
決
め
た
」職
員
の
皆
さ
ん
の
充
実
し
た

表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

か
で
楽
し
い
。職
員
も
か
ご
の
作
り
方
な
ど

を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
。こ
こ
で
作
っ
た
か

ご
は
、孫
た
ち
に
あ
げ
る
と
喜
ん
で
く
れ
る
ん

だ
よ
。」と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

出
か
け
」に
参
加
す
る
費
用
に
し
た
り
と
、

自
分
で
計
画
を
立
て
て
使
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ダ
ラ
ー
が
入
っ
た
財
布
は
、自
分
で
管
理
を

し
ま
す
。ま
た
、「
高
麓
ダ
ラ
ー
銀
行
」に
預

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

右：デイサービス課長の吉村美和子さん
左：施設次長の和田裕樹さん
※和田さん（認知症介護指導者）には、本会主催「認知症
　介護実践研修」の講師として御活躍いただいています。
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有
識
者
コ
メ
ン
ト

　

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
社
会
福
祉

学
科
講
師
の
鈴
木
俊
文
先
生
に
、こ
の
取
組

へ
の
取
材
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
己
決
定
の
考
え
は
、自
分
の
生
き
方
や

生
活
を
自
分
の
価
値
に
基
づ
い
て
、自
由
に

決
定
す
る
権
利
で
す
。こ
れ
に
必
要
な
個
人

の
判
断
能
力
や
、サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
等
に
関

わ
る
問
題
を
と
お
し
て
、福
祉
現
場
で
は

様
々
な
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

●「
自
己
決
定
」＝「
同
意
」？

　

医
療
・
福
祉
現
場
で
は
古
く
か
ら
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド・コ
ン
セ
ン
ト（
i
n
f
o
r
m
e
d

 

c
o
n
s
e
n
t
）と
い
う
概
念
が
定
着
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
正
し
い
情
報
を
得
た

上
で
の
合
意
」を
意
味
す
る
概
念
。ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
介
護
過
程
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

生
活
課
題
や
ケ
ア
内
容
に
つ
い
て
よ
く
説
明

を
受
け
十
分
理
解
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
専
門
職
者
と
共

に
、ケ
ア
の
方
針
や
内
容
を
合
意
す
る
プ
ロ
セ

ス
で
す
。こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、単
な

る「
同
意
」で
は
な
く
、正
し
い「
説
明（
正
確

な
情
報
）」を
経
て「
同
意
す
る
」と
い
う
手

続
き
で
す
。つ
ま
り
、自
己
決
定
は
、同
意
と

い
う
結
果
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、説
明

と
同
意
と
い
う「
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

高
麓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の

プ
ロ
セ
ス
を「
職
員
か
ら
の
お
す
す
め
」と
い

う
考
え
方
を
も
っ
て
、ケ
ア
に
取
り
入
れ
て
い

ま
し
た
。こ
の「
お
す
す
め
」は
、活
動
の
選
択

を
促
す
職
員
の
言
葉
か
け
で
あ
り
、そ
の
活

動
を
通
し
て
得
ら
れ
る（
期
待
さ
れ
る
）様
々

な
効
果
、一日
の
生
活
の
過
ご
し
方
等
を
、利

用
者
と
一
緒
に
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。こ
の

「
お
す
す
め
」で
大
切
な
も
う
ひ
と
つ
の
視
点

が「
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
」と
い
う

考
え
方
で
す
。

●「
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
」

　

こ
の
言
葉
、福
祉
現
場
に
限
ら
ず
、多
く
の

人
が
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
耳
に
し
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。決
断
す
る
こ
と
が
自
立
の
第
一
歩

で
あ
る
と
い
う
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
言
葉
で
す
。さ
て
、自
己
選

択
と
い
う
決
定
権
は「
措
置
か
ら
契
約
へ
」と

い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、介
護
保

険
制
度
の
開
始
と
共
に
極
め
て
重
要
な
概

念
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
、自
分
で
決
定
す
る
権
利
を

保
障
す
る
た
め
に
、前
述
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド・コ
ン
セ
ン
ト
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

但
し
、こ
こ
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
、「
良
質

な
効
果
を
生
み
だ
す
た
め
の
選
択
」で
あ
る

か
と
い
う
視
点
。

　

高
麓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、良
質

な
効
果
を
生
み
出
す
し
く
み
と
し
て
、「
居

場
所
の
選
択
」や
職
員
の「
業
務
の
選
択
」が

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。居
場
所
の
選
択
は
、

環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
い
認
知
症
の
人
へ

の
対
応
の
ほ
か
、「
う
た
た
寝
す
る
」等
、利

用
者
の
活
動「
効
果
」を
高
め
る
ア
イ
テ
ム
の

ひ
と
つ
で
す
。業
務
の
選
択
は
、利
用
者
の
選

択
を
支
え
る
環
境
調
整
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
あ
り
、柔
軟
で
個
別
性
の
高
い
ケ
ア
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
利
用
者
の
自
己
決
定
」の

尊
重
が
、意
味
す
る
も
の・こ
と
は
、「
利
用

者・職
員
双
方
の
判
断
力
や
自
主
性
を
育
み

高
め
合
う
プ
ロ
セ
ス
」で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

高
麓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
は
、豊
富
な

活
動
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
性
だ
け
で
な

く
、こ
こ
で
の
取
り
組
み
効
果
を
生
み
出
す

「
選
択
」と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　改正介護保険法、生活困窮者自立支援法の理念

では、生きがい・役割をもって生活できるような居場所

と出番づくり、本人の内面から沸き起こる意欲や想い

がキーワードとして掲げられています。そして、その理

念の根幹として、改めて「本人の自己選択・自己決

定」の重要性が確認されています。

　今回の取材においては、「要支援者＝サービス・支

援の受け手」といった画一的な考えではなく、人は時

に「支え・支えられる」関係であること、また自分の行

動・居場所を自己決定することで良質な効果を得ら

れることを実例として確認することが出来ました。

　本会の第四次活動推進計画においては、「“共生・

支え合い”による地域社会の実現」を基本理念として

おり、住民一人ひとりの自己実現に向けた自助努力と、

「他人を思いやり、お互いに助け合おうとする精神」

を基礎とする「住民主体」を原則に、行政や多彩な

主体と協力して、福祉のまちづくりを推進していきます。

ま　と　め

※
介
護
老
人
保
健
施
設（
介
護
福
祉
士
）、認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
ホ
ー
ム
長
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）、日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門
学
校
教
員
等

を
経
て
平
成
23
年
よ
り
現
職

※
平
成
25
年
度
よ
り
、本
会
主
催
研
修「
対
人
援
助
職

の
た
め
の
福
祉
実
践
力
基
礎
講
座
」の
講
師
等
、本

会
事
業
に
も
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

静
岡
県
立
大
学

短
期
大
学
部
社
会
福
祉
学
科

　
講
師
　
鈴
木
俊
文
　
氏
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子育て支援ひろば、保育室、cafe、おもちゃ屋さんが
一体となった複合施設CIRCUS（サーカス）を知っていますか
　浜松市北区の社会福祉法人和光会なごみ保育園の隣に2014年12月、開放的なベーカリーカフェに
おもちゃと絵本児童書の専門店、親子連れが集う「子育て支援ひろば」を備えた複合施設「なごみ
CIRCUS（サーカス）」がオープンしました。

住所：浜松市北区三方原町 1364-5　1053-525-9677 時間／9：30～16：00（CAFEは11：00～）

　保育を主体とした社会福祉事業と、収益事業が共存する新しい子育て支援の形であり、全国的に
先進的な施設として、県内外から行政や保育関係者の視察が相次いでいます。
　子育て世代に限定することなく、これからは、あらゆる世帯に対するアプローチと誰もが利用できる
コミュニティ拠点として保育園の機能強化を図っていく必要があるとの事でした。子育て世代や、これ
から親になる人（学生やカップル等）、子育てを終えた人等、子育てを中心に幅広い世代を受け入れて
いる居場所です。皆様も一度遊びに来てください！

ベーカリーカフェ、おもちゃ屋、
子育て広場を一体的に
運営しています。
地域住民も気軽に来ることが
できる雰囲気です。

なごみカフェでは、管理栄養士がメニューを提案しています。お母さんやお父さんも一緒に日替わりのケーキセットやランチをゆっくり楽しむことができます。

子育て広場は月曜日から土曜日、

親子でゆっくり楽しむことができる

居場所です。同じように子育てを

するお母さん同士、気軽に何でも

話し合っています。子育て支援

（離乳食やトレイトレーニング等）や

妊婦相談、外国人支援など

幅広い相談に対応しています。

おもちゃ屋さんでは、
子育てのための絵本や
ヨーロッパのおもちゃなどが
揃っています。

隣のなごみ保育園

文責：経営支援課
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静岡県社会福祉協議会　会員の皆さまへ
御協力ありがとうございました。

　静岡県社会福祉協議会は、公私の社会福祉関係者と協力しながら、地域福祉の推進を図る民間の組織です。
当会の趣旨に賛同いただいた市町社会福祉協議会、民生委員・児童委員、社会福祉関係団体、社会福祉サービス提供事業所、
企業・個人等の皆様に「会員」として御加入いただいております。平成26年度の会費は、以下のような内容に使わせていただきました。

～これらの活動は、皆様からの会費により支えられています。今後とも当会の会費制度への御理解をお願いいたします。～

問い合わせ先  静岡県社会福祉協議会　総務部総務課
　　　　　　  ホームページ http://www.shizuoka-wel.jp　ＴＥＬ０５４-２５４-５２４８

■施設の苦情受付担当者の変更などにより、福祉サービスの苦情解決に係るポスターが必要になった場合には、
　上記まで御連絡ください。

●機関誌「社会福祉しずおか」の発行、県社協ホームページの運営・充実、福祉情報メール
　「ふれあいネットワーク」の発信

●健康福祉大会の実施、さわやかキャンペーン事業の推進

●市町社協役職員・新任研修、中堅職員研修、会計実務担当者研修

●地域福祉活動等に関する基礎調査及び支援

●民生委員児童委員活動を支援する経費

●社会福祉法人・施設職員に対する研修

福祉サービスに関する
苦情相談について
　「静岡県福祉サービス運営適正化委員会」では、利用者が直
接事業者に苦情を申し出しにくい場合や、福祉サービスの利用者
と事業者の間で解決に至らなかった場合などに、公正・中立な第
三者機関として苦情の受付や解決に向けた支援を行っています。
　平成２６年度の苦情受付状況は以下のとおりです。

【平成２６年度苦情受付状況】

① サービス内容（職員の待遇）

② サービス内容（サービスの質や量）

③ 説明・情報提供

④ 利用料

⑤ 被害・損害

⑥ 権利侵害

⑦ その他

情受付
件数

20

９

５

３

７

１

８

53

①
相談助言

18

８

５

２

７

1

７

48

②
紹介伝達

0

0

0

0

0

0

0

0

③
あっせん

0

0

0

0

0

0

0

0

④
県知事への通知

0

0

0

１

0

0

0

１

⑤
その他

２

１

0

0

0

０

1

４

⑥
継続中

0

0

0

0

0

0

0

0

⑦
意見・要望

0

0

0

0

0

0

0

0合　　　　計

苦情内容
苦情解決結果

（単位：件）
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静岡銀行従業員組合 様から
本会（一般寄附金）へ300,000円の寄附と未使用タオル1,500本をいただきました。（4月21日）

県社協への寄附金
ありがとうございました

赤い羽根共同募金助成申請の受付をしています！
地域ふれあい支え合い助成事業〈事業実施年度：平成27年（10月以降）〉
対象となる活動は…高齢者、障害者、児童など地域の福祉サービスを必要とする要援護者
に対する地域ふれあい支え合い活動。地域の福祉課題の把握と解決への仕組づくり、災
害時要援護者対策、配食サービス、子育て、介護予防居場所づくり、ひきこもり孤立対策な
どに必要な機器整備並びに活動事業費（事務機器、人件費などは対象外）を助成します。

受付期間：6/1～7/24
対象団体：静岡県内の市町の区域で社会福祉活動を行う民間の非営利団体・グループ。
詳　　細：ホームページ「助成を受けたい」の助成要綱及び要領を参照。
問 合 先：〒420 - 0856 静岡市葵区駿府町1-70　（福）静岡県共同募金会（TEL 054 -254 - 5212）
　　　　  ※詳細はホームページをご覧ください→http://www.shizuoka-akaihane.or.jp/

左は静岡銀行従業員組合　中央執行委員長小川治延様、
右は県社協　常務理事杉田勇三

いただいた未使用タオルは、本会を通じて
住民参加型在宅福祉サービス実施団体
（20団体）へ寄贈いたしました。

7

No.775


